



























HIRAGA Akihiko：Progress of urbanization and Transforming agricultural structure -examples of agricultural 
district around Nagoya City in 1920's and 30's -




















































畑が 5 . 3倍と著増していたのである。そしてその広がり方は、やはり都市中心部に近い
地域に集中する傾向があり、中心から 2キロメートルの辺りでほぼ 5倍、2～ 4キロメー
トルでは、何と15倍という激増ぶりであった⑦。それは、土地価格の騰貴に裏付けされ
ていて、昭和恐慌直前には、中心部周辺では 2倍以上の高値がつけられ、その外縁でも






















































































































































































































































































㉔ 愛知県『愛知県史』 6巻・近代 1　2017年、及び前掲『農業推移状態調査』
㉕ 前掲『農業推移状態調査』及び前掲『新修名古屋市史』
㉖ 前掲『農業推移状態調査』及び前掲『大正昭和　名古屋市史』
㉗ 前掲『新修名古屋市史』
㉘ 前掲『農業推移状態調査』及び前掲『新修名古屋市史』。この後の庭園樹、街路樹等について
も同じ。
㉙ 養鶏と畜牛についても、データに関しては前掲『農業推移状態調査』。概ねの推移に関しては、
前掲『大正昭和　名古屋市史』など。副業品生産についても同様である。
㉚ 前掲『新修名古屋市史』
㉛ 農家労働調査では、一家の農業労働の中で、当然であるが、農家主人の労働に依存する割合は
圧倒的に高く、夫人や祖父母とは相当の開きがあった。
32 前掲拙著『両大戦間期の日本農業政策史』
 ひらが　あきひこ（日本近現代史）
